















阿 部 博 幸
現代中国語（普通話）では一般に ‘存在




(2 )巣子上 有 一本書。（机の上に本が一冊あります）
ここで一般的な意味変化が ‘具体→抽象'(Ullmann 1962)であることから，
場所的存在（より具体的）一→所有（より抽象的）
であると仮定すれば， はたして “中国人は所有者を場所的にとらえている” ことになるの
だろうか？ （cf.香坂1978)









典型的＜所有＞表現：YHAVE x ↓ 
中国語には ‘存在
’






となり， 中国語はHAVE-languageに分類されることになるが， もし同じ動詞 “有” を






b. 存在表現の原型はP-Lの語順でよいか？ （L :存在場所 P: 存在主体）
C. 所有表現が他動詞構文 (SVO) と同じ語順 LVP であるからといって存在表現と
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明確な区分ができるか。
本稿では日本語・英語・中国語の三か国語を比較しながら ‘場所的存在’ や ‘所有’ 等の
概念が言語においてどう反映されるかを考察する。
1. 池上1981 は存在表現の原型の語順をP-Lとしたが， 三上1967は従来存在文とさ










英語では “There~" の構文で LVPLという語順が現れるが，‘‘Here~"の構文等では
L-Pの語順であるし， “There"が本来の実質的な意味を失い形式的になっているとはい
ぇ， Pに対して先行していることは事実である。
(6) ThereL 記a bookP on the deskL. 
cf. HereL is v a booF./On the deskL thereL is v a booF./On the deskL 
isv a bookP.
中国語では “有” を用いた例文 (2) が典型的な存在表現である。
(2) 巣子上L有v一本書心
日本語では例文 (3) を ‘‘本が机の上にあります。” のようにいえることから， 一般的な
語順の意識を探るため次のような簡単な調査を試みた。 調査票はL•P•V等の成分を分
解して無作為に並べ， さらに調査票に並んでいる順序が結果に影響しないようLとPを入

















（日）人数 ％ （外）人数 ％ 
1 a . 本はその机の上にあるよ。 P-L 32 88.9 12 92.3 
b. その机の上に本はあるよ。 L-P 4 11.1 1 7. 7 
2 a. 目の前に先生がいた。 L-P 19 52.8 10 71. 4 
b. 先生が目の前にいた。 P-L 17 47.2 4 28.6 
3 a. 後ろの席にいい女が座ってるぜ。 L-P 24 66.7 ， 64.3 
b. いい女が後ろの席に座ってるぜ。 P-L 10 27.8 3 21. 4 
C • 後ろの席に座ってるぜいい女が。 1 2.8 ゜ ゜
d. いい女が座ってるぜ後ろの席に。 1 2.8 2 14.3 
4 a. その人はここにはいない。 P-L 29 80.5 11 78.6 
b. ここにはその人はいない。 L-P 6 16. 7 2 14.3 
C • ここにはいないその人は。 1 2.8 ゜ ゜
d. その人はいないここには。 ゜ ゜ 1 7. 1
5 a. この部屋に窓はないのか。 L-P 35 97.2 11 78.6 
b. 窓はないのかこの部屋に。 1 2.8 3 21. 4 
6 a. おじいさんとおばあさんは桜村に住んでいました。 P-L
32 88.9 13 92.9 
b. 桜村におじいさんとおばあさんは住んでいました。 L-P
4 11.1 1 7. 1
7 a. 学長には車が二台あります。 L-P 31 86.1 14 100 
b. 学長には二台車があります。 L-P 4 11.1 ゜ ゜
C . 車が二台学長にはあります。 P-L 1 2.8 ゜ ゜
8 a. むかしむかし， あるところに， おじいさんとおばあさんがありました。 L-P
34 94.4 10 71. 4 
b. むかしむかし， おじいさんとおばあさんが， あるところにありました。 P-L
2 5.6 4 28.6 
9 a. 机のうえに本があります。 L-P 28 80.0 13 92.9 
b. 本が机のうえにあります。 P-L 7 20.0 1 7. 1










した。 ここでアンケ ー ト調査の文をその基準によって分類すると次のようになるであろう。
存在
























2. 中国語の “有’'を使った表現にも時として P-L の語順が現れることがある。 しか





(2 c) 那本書り巣子上L有四＜所在＞ （Pは同種物）
このように “有” を用いても P を特定化して主題としたときには ‘所在’ の表現となるが，
P は一般には同種物を指し， 同一物は指さない。 ところが日本語では ‘所在’ を表す場合
に P-L の語順が一般的であるとはいえ， やはり定・不定はPについた係助詞
‘‘は” に依
るところが大きい。 しかしC 3 b) は (2 c)と違い， 同一物をも表す。
C 3 a) 本がP机の上にLあります図（存在表現としてこの語順でも可）
(3 b) その本はP机の上にLあります汽＜所在＞ （ P は同種物・同一物）
英語の存在表現でP-L の語順をとるのは極めて稀である。
(6 a) ? A book is on the desk. cf. 安井1987'Visual impact' 




(7 C) 桑子上ピ那些書P都有嗚v? cf. 朱1982 ‘周遍性'5)
3. 中国語の<P在L>は存在表現ではなく， ‘所在’ の表現である。 6)(pの存在より
もLに重点を置く。）cf. 三上1967, 望月1970, 寺村1982
(7 d) 那本書P在v巣子上L。（同一物） ＜所在＞
普通に (3 b) の日本語に相当すると認職される中国語 の 表 現 は (2 C) よりもむしろ
(7 d) である。 このように典型的な所在表現は “在” を用いたP-L の語順となる。 英
語も語順においてはこれと何ら変わるところがない。但し英語では存在表 現 と 同じ動詞
“be ” を用いているという点で中国語とは異なり， 日本語と似ている。
(6 b) The book P is v on the desk L.＜所在＞
cf. *There is the book on the desk. 
しかし疑問詞を用いた疑問文では状況がいささか複雑である。 P が疑問詞であるときに
はPは当然不特定であるから存在表現となり， 従って(9 a) の cf. や（9 b)のような









この二者には微妙な違いが あ り， ‘‘在” を用いた文ではそこに誰かがいるということを知
らせる ‘ V isual impac t'が必要である。 英語では(9c)のように既に形式的な “There"
は存在しないが， “ThisS 紹abook 0 ."から “What0 isv this翌 ’'ができるように(9c) 
の文は “There is a book there."からできたもので， “The book is there.’' からでき
たものではないことがわかる。 し か し英語の疑問詞はいかにも ‘定’ であるかのように扱
われる。 これは疑問詞が文頭に立つという語順の問題と関わっているのかも知れない。
(9 c ) WhatP is v thereL?＜存在＞
cf. *What is there there ? /There is a book there. 
WhatP is v on the desk乃キWhatP is v there on the desk巨




(10 a) 私の本はP どこにLありますか汽＜所在＞
“有” を使った LVP の語順も存在してはいるが反語の意味にしかならない。
(10b)嗚兒L有v我的那本書p ？キ（10)
(10 C)私の本なんてP どこにLあるのv ? =(lOb) 
しかし英語では(10d)のほかに疑問詞を使い， しかもPが不定である場合の疑問文が存
在している。
(10 d) WhereL 紹my book的＜所在＞
cf. WhereL 紹abook玲／WhereL 紹thereL a book的
次の例は固有名詞であっても不定として扱うことができ， 不定であっても主題になるこ
とができるということを端的に示したものである。
(11) 世有伯楽， 然後有千里馬。 千里馬常有， 而伯楽不常有。（韓愈＜雑説4>)
(11 a) 世上L先有汀白楽尺然後有V千里馬心千里馬P常有＼可是伯楽p不常有汽
(11 b) ＊……千里馬P常在＼可是伯楽p不常在汽
(11 a) は原文をできるだけ生かして現代語に改めたものである。 後半の “有’ 'が(11b) 




あるが， （12 a)の Vは単に存在方法を明確にしているだけである。
(12) ThereL 記abig houseP thereL. 
(12 a) ThereL stands v a big houseP thereL . 
中国語のく L有P>とくLVP>の存在文との間には以下のような共通点がある。
a. 語順が LVP である。
b. 普通はLの前に介詞( preposition )“在 ’'がつかない。


































v a car0 . cf. *There is a car with me. 
(16 b) 私はS車を°持っています汽 cf. 私にはL車がPあります汽
‘人間関係'7) や
‘






いる” に限られるが， 英語では ‘人間
関係














(18 a) This room
s hasv two windows0. 
cf. ThereL are v two windowsP in this roomL. 














' ， 日本語は “ある・いる” を使う。
(2) 桑子上有一本書。
- 28 -
cf. *On the desk has a book./＊机の上（に）は本を持っています。
しかし中国語でこれらの概念を一つの表現方法によって表してはいるものの， 所有者を場
所的にとらえているとは考えにくい。‘所有 ’ の表現は “在” を使ってOVSの語順にはで



















6. 三上 1967は従来 ‘存在文＇ と呼んでいたものを ‘存在
’ と ‘所在＇ とに分けて考えた
が， 他の概念との関係にまでは触れなかった。結局 “有’'は池上1975のいうく存在＞＜所
有＞ ＜状態condition>等を包括した ＜状態state>を表しているといえそうだが， それ
が同等にく所在＞と関係しているのではない。 ＜所有＞の概念はく存在＞と連続している
が， ＜所在＞とは連続しておらず， ＜所在＞はく存在＞と接点をもっている。 存在表現の
語順は少なくともここで取り挙げた三つの言語についてはL-Pで一貫し て お り， 池 上
1981のいう ‘場所的存在ー→所有 ＇ という語順による意味の抽象化は成り立たないため，
中国語が ‘HAVE-language' であるとはいえない。 また中国語においては所有の表現に
おける所有者に香坂197 8 のいうような場所性は見られないことから ‘場所 的 存 在ー→所





| L-P | P-L | 
所 有 ー一 状 態 ー＿ 存 在 所 在
Possession 1-1 Condition ―- E ・
戸















3) 7 は所有， 10は人間関係という状態を表している。
4) 存在表現に現れた L-P の語順は日本語を母語とする人の全体で 85.3%, 7 と10を加えると
89.7% であり，所在表現に現れた P-L の語順は日本語を母語とする人の全体で 86.1% あっ




6) ベトナム語においても中国語の “有’'と ‘‘在” によく似た “c6’' と “i’’' がある。 PVL が
‘所在’ であるというのは ‘場所的存在'LVP との関係でとらえた場合であって， 観念的な ‘存









9)係助詞 ‘‘は ’'の性格とも関係がある。 例えば ‘‘＊日本がは’'（“日本は’'） とはいえず， “日本を















Ullmann, S. 1962. Semantics: An Introduction to the Science of Meaning. Oxford: 
Blackwell.池上嘉彦訳＜言語と意味＞（大修館書店1969)
安井稔編1987.＜例解現代英文法事典＞（大修館書店）
朱徳煕 1982.＜語法講義＞（商務印書餡）
（筑波大学博士課程 文芸・言語研究科 中国語学）
- 31 -
